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研究要旨 

平成 23 年度に化学療法を実施する東北地方のがん診療連携拠点病院（以下拠点病院）と地方中核病

院 153 施設を対象に行った、がん化学療法に関する均てん化の推進における現在の課題についてのア

ンケート調査結果を集計・分析し、各種学会、勉強会で報告した。さらにこれら結果を踏まえて、ネ

ットワークを生かした Web カンファレンス、Web レジメン登録・審査システムの開発につなげた。 

 

 

A. 研究目的 

がん対策基本法に基づくがん化学療法の標準

化・均てん化の推進は、医療過疎が問題となって

いる東北地方において重要な課題である。がん診

療連携拠点病院（以下拠点病院）はがん医療を中

心的に担う役割を持つが、真の意味での均てん化

のためには地方中核病院（以下中核病院）との医

療連携や協力が必要である。東北地方の既存のネ

ットワークなどを有効に活用し情報を共有する

ことは、今後進めるべく有効な施策の提言となる

データを提供する点で重要である。 

 

B. 研究方法 

平成 23 年度に、東北 6 県にある①. がん診療

連携拠点病院（43 病院）、②. ①以外で 100 床以

上を有する全国自治体病院協議会加盟病院（46

病院）、③. ①，②以外で東北大学病院がんセン

ター主催のがん薬物療法研修参加施設（64病院）

の計 153 病院を対象に行ったがん化学療法に関

する均てん化の推進における現在の課題につい

てのアンケート調査を集計・分析し、東北地方の

がん診療の均てん化推進に関する課題の抽出を

行った。 

（アンケート調査に関する倫理面への配慮） 

本アンケート調査は患者を対象としていない。 

 

C. 研究結果 

アンケートの質問内容は①がん診療について

の病院規模、施設に関する調査、②化学療法レジ

メン審査・管理体制についての調査、③化学療法

の実際の運用についての調査、④化学療法の院内

パスの整備状況についての調査、⑤臨床試験実施

に関する院内の体制や参加状況に関する調査、⑥

専門的医療者養成に関する調査の 6 つの大項目

からなり、61 病院（全回収率：39.8％）から回

答を回収することができた（内訳：がん診療連携

拠点病院 23 施設、その他 38 施設）。横断的カン

ファレンスの実施状況については、拠点病院の

90％以上で定期的に開催されていたが、中核病院

では 60％の施設で全く行われていない現状が明

らかになった。また中核病院では化学療法レジメ

ン審査・管理体制の整備や副作用対策マニュアル

の整備は半数の施設にとどまっていた。これら体

制の未整備についての一番の原因として、管理を

していく専門スタッフの人員不足が挙げられて

いた。これら結果について、他の研究分担者とと

もに情報共有を行い、WEB 上の腫瘍ボードやプロ

トコール統一化事業につなげることができた。 

 

D. 考察 

東北地方における医療過疎はがん診療にも影

響を与えている。ネットワーク形成による情報共



有化は、化学療法の均てん化ならびに医療水準の

向上に役立つ可能性が示唆された。 

 

E. 結論 

東北地方の拠点病院、中核病院を対象として化学

療法に関する実施状況についてアンケート調査

を行い、がん診療の均てん化推進における現在の

課題を抽出することができた。 
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